
南砺市の取り組みと展望　～一流の田舎への挑戦～
急速な少子超高齢化・人口減少が進む南砺市から世界に発信

　平成３０年１０月２５日　　　
富山県南砺市長　田中幹夫

国土交通省　２０５０研究会　未来デザインフォーラム



　　富山県南砺市長　田中　幹夫（たなか　みきお）　プロフィール
１９６１年、富山県南砺市（旧 東砺波郡利賀村）に生まれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１９８４年、工学院大学工学部を卒業後、ＹＫＫ吉田工業株式会社に入社。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１９８９年、地元の利賀村へ戻り、利賀村役場へ奉職。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２００４年、旧城端町、旧井波町、旧福野町、旧福光町、旧平村、旧上平村、旧利賀村、 
　　　　　　旧井口村の４町４村による平成の大合併を機に、南砺市議会議員選挙に。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２００８年、南砺市長選初当選。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
２０１２年、再選（２期目） 
２０１６年、再々当選（３期目）現在に至る。
　　　　　　　　　　　　　 全国ボート場所在市町村協議会会長、（一社）農村文明創生日本塾代表理事等も務める。 
過疎地に生まれ育ち、地域の魅力ある素材を活かしたまちづくりを自ら実践してきたことから、世界
遺産五箇山合掌造り集落を有する南砺市の歴史、文化、自然などを活かし、「世界に誇れる一流の田
舎」を目指して奮闘中。モットーは「知足利他」。

【主な役職】 
　全国市長会理事　　　　　　　　　　 
　全国治水期成同盟会連合会理事 
　全国山村振興連盟理事 
　全国過疎地域自立促進連盟理事 
　全国治水砂防協会理事 
　全国ボート場所在市町村協議会会長 
　（一社）農村文明創生日本塾代表理事　



公約

�4



南砺市の紹介
　本市は、富山県の南西端に位置し、面積は668.86平方キロメートル（東西約
26キロメートル、南北約39キロメートル）で、そのうち約8割が白山国立公園
等を含む森林であるほか、岐阜県境に連なる山々に源を発して庄川や小矢部川
の急流河川が北流するなど、豊かな自然に恵まれています。 
　北部は砺波市と小矢部市、東部は富山市、西部は石川県金沢市と白山市、
南部は1,000メートルから1,800メートル級の山岳を経て岐阜県飛騨市や白川村
と隣接しており、市北部の平野部では、水田地帯の中に美しい「散居村」の風
景が広がり、独特の集落景観を形成しています。
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人口
住民基本台帳人口：５１，７２０人　
　　うち外国人数：　　　７４３人

人　口

１７，７６６世帯世帯数

面　積 ６６８．８６ｋ㎡（琵琶湖とほぼ同じ）

"高齢化率（６５歳以上）：３６．８３％
"産業別就業者割合　第１次産業：　７％
　（H２９日本政策投資銀行）          第２次産業：３７．２％
　　　　　　　　　  第３次産業：５５．８％
"製造品出荷額等：２４０３億円（H２９日本政策投資銀行）

"小売販売額　　：　３７６億円（H２９日本政策投資銀行）

（H30.1月末）

その他

　          南砺市の概要



南砺市の紹介

南砺市の基本データ 

面積：668.64ｋ㎡ 

人口：５１，４８５人
人口密度　７９．５人 

世帯数：17,739世帯 
           （平成３０年3月末現在）

富山県の南西部に位置

人口増加率　△６．２ 
財政力指数　０．３６ 
一人あたり所得　１，１８８千円 
製造品出荷率　２，３１９億円 
小売販売額　　４８６億円 
１次　６．６％ 
２次　３８．４％ 
３次　５４．３％ 



２００４年（H16.11.1）に８町村が合併!!
但し、農協は３つある。



富山県

南砺市



白山ユネスコエコパーク

立野ケ原

桜ケ池
砺波平野

散居村
日本海

ユネスコ世界遺産 
　五箇山

５３０hαを灌漑

霊峰白山

袴腰（砺波富士）

桜クリエ

南砺市エコビレッジのイメージ
森里川海の連環
環境生命文明

ユネスコ無形文化遺産　 
城端曳山行事
日本ユネスコ協会　プロジェクト未来遺産　 

福野夜高祭り

日本遺産　 
木彫刻のまち・井波



国土交通省関係事業



庄川水系　利賀ダム



利賀ダム

２０１８．１０．１４利賀大橋開通

利賀ダム工事用道路兼国道４７１号利賀バイパス開通式



東海北陸自動車道　付加車線設置事業　着工
平成２９年８月５日



道の駅「たいら」自動運転実証実験実施
平成29年11月26日（日）開始式



城端SA設置へ



2012.１１.２４



南砺市の観光統計
　(1)市内全域の観光客入込数

３５０万人前後で推移。

南砺市観光客入込数（単位：万人）

0

95

190

285

380

平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

354万人

295万人
371万人

H27 北陸新幹線
金沢開業

H20　
東海北陸自動車道
全線開通

H23 東日本大震災

H28 
城端曳山祭 ユネスコ
無形文化遺産登録



五箇山の観光入込客数(単位：万人）
入
込
客
数
（
万
人
）

0

25

50

75

100

平成元 平成3 平成5 平成7 平成9 平成11 平成13 平成15 平成17 平成19 平成21 平成23 平成25 平成27 平成29

61.461.4

南砺市の観光統計
　(2)五箇山地域の観光客入込数

世界遺産登録・東海北陸道・北陸新幹線開通が増加のきっかけに

H7 世界遺産登録

H20　東海北陸自動車道全線
開通

H27 北陸新幹線
金沢開業

H23 東日本大震災

90.1 88.0

65.6

79.4

71.0

61.4

67.8
70.6



南砺市の観光統計
　(3)南砺市の外国人宿泊者数

H21

H22
H23

H24

H25

H26
H27

H28

H29

0 3000 6000 9000 12000

11198

10330
9937

6630
4168

2983
3310

4353
4166

南砺市外国人宿泊者数（人）

H27北陸新幹線金沢開業
→大幅に増加

目標　平成34年　外国人旅行者年間宿泊数　12,000人



南砺市の観光統計
　(4)南砺市の外国人宿泊者数(H28,国別）

目標　平成34年　外国人旅行者年間宿泊数　12,000人
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中国本土台湾 香港 韓国 タイシンガポールインドネシアその他アジアアメリカカナダフランスイタリアスペインイギリスオランダドイツ他ヨーロッパオーストラリア他オセアニアその他

138
15

366
514

100116126144

330

508

81

751

481
401438

529
606

838

1541

2307

（人）

アジアが全体の約7割、

ヨーロッパが約2割、

アメリカが約1割を占める。



～美しい田舎文化にじっくりとひたる～
「なんと幸せのおすそわけ」

魅力づくり おもてなし情報発信

総合観光案内拠点づくり
(城端駅の改修・拠点化)

観光統計調査の強化

観光インターネットサ
イトの充実

広域連携による
観光周遊ルートづくり

(三つ星街道、県西部、飛越能など)

広域観光ルートでの
海外向けプロモーション

(ツーリズムエキスポジャパン)
（VISIT JAPAN トラベルマート） 二次交通の整備促進

(なんチャリ事業)体験受入れ施設や
着地型観光商品の充実

(着物×井波まち歩き×庄川峡遊覧船)
（木彫りのぐいのみ作り×地酒の試飲）

外国人おもてなしUP
(外国人向け観光パンフレット)

南砺市の観光政策　
　南砺市交流観光まちづくりプラン



１、南砺市のまちづくり 
２、南砺市の課題 
　　　人口問題と急激な少子化　長寿化 
３、財政状況　行財政改革 
４、公共施設再編　合併による２倍の公共施設がある 
５、消滅するまち　増田レポートショックから　地方創生 
６、南砺型地域包括ケアシステム　医師不足から 
７、小規模多機能自治へ　新たな住民自治のあり方 
８、エコビレッジ構想　SDGsへ 
９、南砺幸せ未来基金の設立に向けて 
１０、農村文明創生日本塾の立ち上げ 
１１、その他　文化政策　アニメほか 

次　　第
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総人口の推移

社会増減の推移 出生数の減
少自然増減の推移市外への流

出過多

減少が続く
人口

　年齢3区分別人口(折れ線グラフ)では、
生産年齢人口（15～64歳）と年少人口
（0～14歳）が減少し続けており、老齢
人口（65歳以上）は、上昇。全国より10
年以上早く、高齢化が進行しています。

　自然増減は、一貫して死亡が出生を
上回り、自然減により毎年300～400
人程度の人口が減少しています。

　社会増減は、ほぼ一貫して転出超過
です。ここ数年は、200～300人程度の
転出超過が続いています。35%

54%

11%

15%高齢化率

南砺市全体で１年間に生まれた子どもの数

455
305

転入と転出の差⇒マイナス＝人口が減少

南砺市の人口

30年前 15年前 25%



（国立社会保障・人口問題研究所）
54,722

51,452
48,215

44,858
41,489

38,174
34,859 31,707

28,787
26,084

23,554
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60,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

(人)

出典：国立社会保障・人口問題研究所

6,435 5,687 5,013 4,367 3,823 3,427 3,126 2,854 2,562 2,262 1,988

31,259

27,162
24,428

22,302

20,503
18,712

16,418
14,502

13,042 11,975 10,94017,028
18,604 18,774

18,190 17,163 16,035 15,314
14,351 13,183

11,848 10,626

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
0～14歳 15～64歳 65歳以上

(人)

出典：国立社会保障・人口問題研究所

現在の約４割まで減少！と推計

　左のグラフは、国立社会保障・人口問題
研究所が行った、南砺市の将来人口を推計
したものです。
　「今のまま何も対策を講じない」ことを
前提とした場合、南砺市の人口は、2040
年には現在の人口の６割程度である
34,859人となり、2060年には現在の人口
の４割程度である23,554人まで減少する
と予想されます。

　右のグラフは、上の推計人口のグラフに
ついて、年齢を３区分に分けたものです。
　このグラフでは、生産年齢人口（15～
64歳） と年少人口（0～14歳） は減少し
続けます。老齢人口（65歳以上） は、
2020年にピークを迎え、その後減少に転じ
ることから、人口が加速して減少すること
が予想されます。

南砺市の将来推計人口

45%高齢化率

２人に１人が65歳以上！



人口動向
 
➢ 昭和25（1 9 5 0年）80,911人をピークに減少の一途 
➢ 国の調査機関の試算によると、平成5 7年（2 0 4 5年）には32,452人まで減少 
➢ 老年人口（6 5歳以上）が46.5％の超高齢化社会（2 人に1 人が高齢者）に！ 
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• 人口の2.8人に1人が65歳以上、5.1人に１人が75歳以上。 

• 出産や子育ての中心となると思われる年代の女性（20歳～39歳）は、約
4,300人。10年前と比較し4割減少。 

• 15歳～24歳の若者は、約3,800人。10年前と比較し3割減少。

南砺市の人口ピラミッド

平成27年度 

国勢調査結果

老年人口

生産年齢人口

年少人口

18,513人

27,152人

5,622人

総人口　51,327人



南砺市は、これまでの２０年と、これからの２０年は違う
　1995年 　2005年 　2015年 　　2025年 　　2035年

計（人） 62,965 54,724 51,454 
▲18%

44,863 38,178 
▲25%

0~14歳 9,334 6,435 5,688 
▲39%

4,368 3,428 
▲39%

15~64歳（A） 
（生産人口）

39,848 31,261 27,162 
▲31%

22,305 18,714 
▲31%

65歳~ 
高齢者率

13,783 
21.9%

17,028 
31.1%

18,604 
36.2% 
+16%

18,190 
40.5%

16,036 
42.0% 
▲13%

75歳~
5,780 9,813 10,198 

+16%
11,470 
+12%

11,009 
▲4%

85歳~（B） 1,379 2,937 3,855 
+60%

4,444 
+15%

5,357 
+20%

A÷B 28.9人 10.6人 7.0人 5.0人 3.4人

住民と行政・専門家が不都合な事実（情報）を共有する事が大切
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1130. 4.26市長畷協議

一般財源の推移（普通会計）
(単位:億円）

2６８．４ 合併特侃Ｉ信備;景審の大幅誌
(HI6合併地域振興基金38億円
の償還終了）
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南砺市の財政はどう推移した？
単位：億円 05年度 10年度（05比） 15年度（同）

歳入 
 市税（対 歳入） 
  個人（同） 
  法人（同） 
  固定資産（同） 
 地方債

388.4 
  70.6（18%） 
  18.1（  4%） 
    5.5（  1%） 
  42.7（11%） 
  43.3（11%）

396.8 
  70.4（17%） 
  22.3（  5%） 
    4.1（  1%） 
  40.4（10%） 
  47.2（11%）

396.5 
  68.4（17%） 
  22.5（  5%） 
    4.8（  1%） 
  36.9（  9%） 
  56.8（14%）

歳出 
 職員給与 

  職員数 
 公債 
 公営事業繰入 
 （国民健康保険） 
 （下・簡易水道） 
 （病院） 
 （介護サービス） 
 （他 介護保険等） 
 扶助費（対 歳出）

366.9 
  41.7 

758 
  59.3 
  41.1 
（  3.0) 
（20.6） 
（  5.3） 
（  1.4） 
（10.6） 
  16.4（  4%）

377.1 
  32.7（-21%） 

615（-18%） 
  57.9 
  54.8 
（  3.8） 
（23.3） 
（11.2） 
（  1.0） 
（15.3） 
  25.7（  6%）

371.7（ +1%） 
  29.9（-28%） 

 552（-27%） 
  54.0 
  62.7 
（  5.5） 
（23.4） 
（14.6） 
（  0.7） 
（18.3） 
  31.1（ 8%）

将来負担（対税 348.1（4.9倍） 260.3（3.7倍） 239.0（3.5倍） 

2005年→20年 
生産人口    - 29% 
後期高齢者 +17%

人件費・扶助費・ 
公債費を除く 

歳出額（≒調達額） 
241.1億円（64%）

職員1人あたり 
住民93人⇔全国148人

金利0.5%で 
利払2.2億円/年 
=61万円/日

ハコモノ+インフラ 
更新に年62億不足

住民１人あたり465,651円 
⇔全国444,500円

⇔全国32%

⇔全国21%

⇔全国8%

05年→15年人口 -11%

川北秀人氏資料



1130. 4. 26市長協議

■基準財政需要額(公債費)算入額と市債償還額の見込み
合併特例債については､充当率95％､後年度交付税措置率70％と大変有利な起債でしたが､その発
行期限は平成31年度となっていることから､今後は､合併特例債の元利償還金が普通交付税の基準財
政需要額に算定される金額も段階的に縮減していくこととなります。
現在の試算(H29.7)では､平成:33年度の16.8億円をピークに段階的に減少し､平成38年度には7.7億
円と､ピーク時の平成33年度と比較し､9.1憶円が基準財政需要額に算定されなくなるなると見込んでい
ます。
(※基準財政需要額の縮減額が､ただちに普通交付税総額の縮減額と等しくなるものではありませんが､南砺市への交付額の
縮減傾向は避けて通ることはできません｡）

|’ ’※一般財源必要額(単位:百万円）

５， 1 1 5  5 ' ﾕ 4 型 Ｓ ' ﾕ ﾖ ﾕ 5 , 0 3 2． - - へ 鞭 ミ ユ
36 1 4 , 2 5 3

4,985
5，０００

535

へ篭３ｊ

Ｊ

４

３
■■■ 3 , 6 6 5

‘侭“■
后

4,000 ＝-ｎ
ｌ
ＯＯ
Ｉ
ＩＩ

Ｉﾛー閉
Ｉ
Ｄ

3,256
．■■■■１，677１，６７９｜ ’ 2,9341,662

3,000
1 , 2501 , 430

国目■Ⅲ■園届
-

馴一芯■閲
2,000

-

ー

凪 ＆ 糊 吟 噸 暫 呼 留 僻 ｉ 番 隅 湖 ■ 唖 ｉ 襲 飼
０

■ ■ 臨 時 財 政 対 策 債 一 過 疎 対 策 事 業 債
一緊急防災･減災害事業債合併特例債

＝◆＝市債償還額(一般会計）

■■辺地対策事業債
一 そ の 他

(注)上記グラフの合計額中､臨時財政対策債償還費分については､平成27年度発行可能額分まで確定額､平成2＆29年度
発行可能額分については､平成27年度許可債における補正係数と同じ値で試算､平成30年度以降の発行可能額は800.000千
円で固定(補正係数は､平成27年度許可債における係数と同じ値で試算)して､試算しています。

H29.7.13財政課作成-6-

ａ Ｅ ｑ Ｅ ｎ 句 Ｅ Ｅ Ｏ 守 Ｅ Ｅ ⑥ o ｎ 勺 、 ワ ｎ 勺 句 Ｅ 守 ｑ 』 ｎ Ｅ 令 心 、 、



１、南砺市のまちづくり 
２、南砺市の課題 
　　　人口問題と急激な少子化　長寿化 
３、財政状況　行財政改革 
４、公共施設再編　合併による２倍の公共施設がある 
５、消滅するまち　増田レポートショックから　地方創生 
６、南砺型地域包括ケアシステム　医師不足から 
７、小規模多機能自治へ　新たな住民自治のあり方 
８、エコビレッジ構想　SDGsへ 
９、南砺幸せ未来基金の設立に向けて 
１０、農村文明創生日本塾の立ち上げ 
１１、その他　文化政策　アニメほか 

次　　第
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